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仔馬のパラチフス症に関ナる研究

II. 幼駒に於けるバラチアユの爆発的流行WIHこ就て

諸国輔ー

く北海道大皐農準部家膏詣生塾教室:主任平戸数授〕

1. 緒 弓=雷同・

Ei 

妊おは極微量の.U&流産菌によっても感染して

流宗を起し，又新産駒は容易に惑染して敗血性疾

病を惹起する。怒しながら年令の増加と共広三た!f~

に本誌におする抵抗性を増強L，成.t!-Jになると健

常である限り本菌による感染設病を殆ど免れるの

が普通であるが，成民に於ける本菌の感染護病例

法施fH~ というわけではない。丘pち間外に於ては，

GUILLEREy1) (] 903)， BE~GMAN~) (1922-23)， PRU-

SCHOLDT3) (1923)， SAXER4) (1938)等，囲内fL於て

は小問主宰5)(昭和 7-1932)，井上P若松川昭和 10-

1935)， 1宋野8 (眠不1111-1936)，梶原戸内fli10) (昭和13

-]938)，元陸軍獣欝・きさ校研究部，11〉中野戸阿部等13)

木村，14)大佐J5〉深野16)(昭和 15-1940)，原fIJ 17) (昭和

16-1941)等若干の報古がるる。之AEの報台例は或

:者~ほ翠濁に又或者辻集図的に夜生したものであっ

て， frí~扶も i攻血症，子百内膜炎，髪 f(li.呈，髪rp痩，

閥主(ji炎，腿炎，礎:有j炎，脊髄膜炎， ff膜炎， 1'j-~遺

炎菩丸炎，腕腹部の程1&イ七膿等かな担多核であ

る。又之等病伊jの中にほ倖染毒性貧血と混合感染を

疑わしめるものが和主教必ず乏し特に集図的に愛

生した場合にはお流産菌の二弐感染を思わしめる

ものが多い。

著者は偶々昭和 19年 (1944)初お，北海道日

高開校泉村字東洋に於て多護流行Lたl持2才ISiiH
の話パラチフス症の宣態を調有する桜台を得て，

本流行の疫・撃的調布設び、に各1r~1体の臨床観察，更

に免疫血清-による治療i式験その砲をiえみる事が出

来た。誌に以上の成訟の大要を綴札大方の参考

に供せんとする::x第でるる(本要旨の一部は昭和

22!.r~ 4 J:J， 2f~20r'll 日本歎器準合に於て護去した}。

11. 疫撃的観察

幌泉村来洋は北海道の:ij之南端に故泣L，冬期

rHJは殆ど交通の杜絶する地帯である。見の飼育は

殆ど年中放牧によるが，牧野'が荒廃しているたおう

冬期開設飼料不足によって笑芸の者しく抵下する

のが常である。{島々昭和 18年 10汀初めよ与党才

馬H¥1に悪性腺:皮が大流行し 12月末広至って一段

落したが，この彰警を交げて詰才馬の大部分注例

年fL比べー岩体力を治耗していた。宮持同部落の

jli~1 f1!玉氏誌同家の堂二会"，1.Hのみを全部故牧より会館
に移し，共同街持で牛乳を給興して体力の挟後を

i試みた結果， 1輯弐その効果が認められ祭主主挟復

しつつあったが，昭和 19年 1n ~11 旬よりこの幼
駒詳に再び、前夜するものが絞出し始め，同下旬に

至って悪臭ある下痢を設し努死するものも現われ

た。同時に関節，下胸部の頴脹等の昂:扶も観察さ

れた。言語してこの現象は13
1

!jりfiu一!玩舎のみなら宇

溺弐近隣の厩舎にも波及した。依って同氏ほ 2月

下旬患MJ4頭の腫脹部内容と血清を送付し病性

の検定を{去頼し来ったので，培養誌びに血清茂!主

主賓施した結果，初めて本訂正ほお流産車iによる事

が判明したのでるる。 同年4n 14日迄に同部落
に起った主な被害扶況は第 1去に示す如くであ

る。

即ち厩舎は-R主神田玉氏及び之より約7町隠

った藤井氏を夫々中心とする群に分つ事が出来る。

今本流行の源泉と二与えられる掛1fT'玉厩舎の被害扶

況を略記するに，同所では昭和 18年一例子高 10ifl1 

を生産L，1JlK 12月23日隣村よ担仔馬 1説をlfi/J;

入，計 11頭を飼育中，翌年1月中旬より愛読まする

もの続出し内 4頭は倒痩，護熱，下痢，弥去の
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Table. 1. lncidences of equine paratyphoid in ToyO vil1age 

Age groups 
Pregnant mares 

Owner's name under12months| 3 yearS 

Total I Aborted Total Dead 否問sed Total iDiseased 

o T. Kanda 11 3 11 4 4 3 2 

o Ts. Kanda 5 2 ラ 3 

o M. Hayashita 3 2 

o T. Tanaka 3 2 

く)K. Tanaka 2 2 

o K. Komatsu 
x T. Fujii 6 2 7 4 

x J. Hasegawa 6 3 4 3 

x J. Aioi 4 4 

M.lkeda 6 8 4 

S. Terai 9 ラ 2 

Prefix“0" and “x" means the close situation of each other stables in 2 groups of “0" 
and “×ぺ

時:張硬結等のfìi~扶o下に箆死し，残り 7 SîJ1 914 頭

!主同ーの吉区般を竺しすζ。又3才馬にあっては 3雨

中 2 頭がr~説去に設病した。 妊馬は 11頭中，眠不n
18年 12Jj， 19年 3月及び4Jjに犬々 1頭宛流売

したが，民流産}誌は何れも陰性であった。一方藤

井厩舎ではJ~j2才烏7頭中 4Q誌が護病L，又妊民

8頭中， 19年 4r同出IJ2頭相弐で流産L，との内
1頑が倖染性流産と診露rrされた。

元来幌泉村は中i苦j積の生産が主であって，東
洋で注意患童文約 160頭を飼育している。 との内蕃荊

牝馬i士約 100頭あって 18年度の受給高辻凡そ 70

頭と推定されていたが， 流産のため 19年4月初

旬には約 50属に減少していた。昭和 18年度i明か

に流産と認められたもの辻， 11月中旬に始まって

19年 4月13日迄に合計 14頭あり，との内4月5

日長谷川， I弓7FI fJf 中及び同 13百藤井厩舎の各 1

顧の流産弱から民流産菌が捻出されたG 従って 18

年度に辻明かに倖染a注流産の後生はあったが，之

等の五芝生は 2才ljJ121のパラチフス流行!;J、降に行わ

れたものであ札幼駒パラチフスの流行に機設し

たものと認むる事が出来よう。然らば幼駒ノζラチ

フスは如何なる経路により同部落に佼入したかを

追及するに，上速の如く示rllHf厩合でほ 18年 12JJ 

23百!発付より蛍才MJ1換を購入した。本M&は出生

合初より雨飛rûi以下の散受注鞄!呉下痢主主の:m-~祇

を現わし， }JIl療によりー肱それらの症扶は治夫し

たが護育不去の玖態を続けていたものである。か

くして本局を購入後線疫を!前過した仔民 10頑と

は民せしさうて共司餌搾により飼育中，コド.UJは最初

に設熱及び下痢を裂し， 著しく前痩遂に 19年 1

n 25丹奨死した。 との間j弓民仔おからも 1月中
旬以降から剖疫の日立つものが現われ，下旬よ担

関節，下胸部等の腫脹するものが続出して現在に

王ったのである G

以上の事から来洋部落に於ける馬パラチフス

の流行は，手Ilrn翫舎の隣村より購入じた仔馬が儒
々.fJ';流産菌を掠菌していたため，之が倖染源とな

り，飼料訣乏の時期に加えて悪性!腺疫の耐過後零

jzaif条件が草なり栄養註び、に体力の低下した，叉築
死例に於ける剖検主主びに組織戸斤見からも J~jかにさ

れた如く ，i事染性貧血病毒の技淫していた幼鈎群

に急:建に蔓延をみたものと推定される。

ーたに東洋部落に於ける金活 162頭中 123頭に

就て臨床詮びに血清反悲の桧在を 19年 4n初'10

よち下旬にかけて行い，感染おを掠設した結果，

第 2去の如き成績を得た。

即ちi臨床的に明かな百五紋があり，而も血清反

感i湯性のものに極少数のj黒柱:;伏で，血清反肱のみ



Age groups 

No. of horses 
entered in 
the registe1' 

N o. of ho1'ses 
inspected 

No. of horses 
infected 

法ai--ff馬のパテチヌス症に臨する研究

Tahle. 2. 

品川ト:(ラl6(7l819l10liihl1441ラトイ17MJlHLlmal
i山!]21 3161 61314171617114181+1 912711卜11 
M2ラ11 314 6!10141ラ1261131716173212111111

1171161 0 1 2 0 1 o. 1 1 ! 11 0 11 11 1311 11 1 0 121 0 1 0 I 0 

162 

123 

48 

87 

i場r1:のものをも合すると，パラチフス主主民江在籍
.1.誌の約1/沿桧珍おの事.J2/5， n)j 2才院に於て辻33/4再

=68.7596なる高率を Jljめ， jjJ涜i辛抱のじ;泥が鋭め

て高度である事主知る。

3 才お 2 頭，計 35 頭を立~lHL，全おに於て臨床，

血液，まill忌i詑び、に血清率的観察を行うと共に， と

の中の或1J・に;jJ:.てほお流産1:ti菟:f支j.!J血清による治
昨式験その也の寅験を試み，又発死fYUK.h(，\~て段病

III. 各種観察誌びに完疫且溝による

治療試験等に供試した患罵

正lJtj拝者字率的親察を行った。

のー授を示す。

2153去 ι之主主供i式'uJ

昭和 l~J"1ミ差)j14flJ:fu宇部落に於ける桧li今成
松からIln2才.I.n(手ずれも生後 1"1ミオとj恥 33互t1及び

貰験の万法を1>互に詳Lく主主べると，下去のお

を4'f洋に分ち::}(の如き方向に庭泣Lて観察を行っ

たので、ある。即ち 1詐:IIJj 2才lSの中4汀初七j玩

Tahle. 3. 

討ame

11 1 Ha吋 anaI " I " I 

The results of clinical， hematological and serological observations on 

the diseased foaJs used fo1' the experiments 

I Agglutinin tit1'es and Blood pictures ~f 
leach cases at the date of 14 th， April. 

O 1 Some clinical manifestations a拭t 1}~~;h~~J白D倒蹴氾明例e叩n凶d泊lo..JU.lllv ¥.;11111....:;aL .lLlc:A.UL..L.GO，"，Qr.¥.ILVL.1U uv  J.~v. V.1. 1 L.J ~'\.....~ll't:~L-1 No.. of 

m引いa山 out14th， April 勾 gl.t吋eziZ0・I~品22-lle12cr
iI  (million)! cytes* 

" 

M.I. 

lswellUI…uωof…¥1 : 128叫 4.20 109.0 I b泌ot也haxillae and both ho∞ck同j伊がO討int胞S 1 ，1.  !.L.U'.j-.J ~'1 

I~伽wel陶a拭tf台r悶Oω減n此1誌…ts悶u田ぽ1刀汀l'蜘.
i and ventraポ1lower surface I ' • V''JV  ¥-'1 ~.~/ I -..~ I 

Swelling 0ぱfund白eぬ巾O位1'de位rof right I 1い:3笠2∞ 3.5ラ玲Q I 10沼3.心oI 
6“th costa .1 . . ---- --0 - 1 _=__-_1 

1swelling日 der
8 th-12 th costae l … r山of山fr 判1: 12川 4ω2加川o1 1悶Oω川
!グ?穴花討:Er;t?1誌;丘品:Lhι品1疋Iセ添t恐蕊2お誌即:2む;UrJrOい fri山r討均柑叫igl詳t
I Swelling of under border of right i 
3 rd-6 th∞stae，. ~，:"el~inp ，3;t bo.~~: 1 :ラ1200 1 

1 勾illae，In琵ammationof 1'ight wrist-: • . ./' L..VV 
I joint 

ISwelling of left bock-joint 11 : 12800 

Wrist-joint， hock-joint and ventral • 
lower surface had swollen 1n Fe， li:6490d 
bruary， but on 14 th， April， those 1 • U"IvV ¥-:j 
i sweIlinヌSwere not noticeable 

ラ.43

4.73 99.0 

ラ.78

23600 

12800 

16300 

18000 

19100 

3.'2800 

16700 

24ラ00



1 Agglutinin titres and Blood pictures of 
leach cases at the date of 14 th， April. 

I No. of IDescendin-1 

Aggl出 el官官・5:izt3Jle1cy・
!(mmi∞)! cyteダ!

究研ー皐.w~ 
区ヨ獣88 

19400 

12900 

21ラ∞

14800 

18400 

6ラ00

13000 

13700 

12200 

1ラ000

13900 

184∞ 

4.38 

6.30 

ラ.60

4.90 

6.48 

ラ.43

ラ.78

6.13 

ラ.08

ラ之ラ

ラ.43

Some clinical manifestations at 
the date about ! 4th， Apri1 

Itral surface and botb hind legs 
swollen in Marcb， but on 14th. 
pri1， those swelJings were not 
i noticeable 

[h切… na鵠 1mucous mem・ 11: 1600 (:t>1 I 1 : 16∞的ibrane and conjunctiva 1 1 • 1UVV  ¥-'..'! 

Ts. K. I ~~e~~?~~l of right ho必 jointon2テ I1 : 1600 (:t)I 
1 th， A priI 1 1 • 1UVV  ¥-'-'1 

l阿武ionofいゆ山 11:1600s悶ca勾pu拘la0ぬn3玲3ぬ， Ap戸riî-~~ --.~--I ド1: 160∞o I 

| l い1: 併的9∞J 1 
| 11  : 80∞a I 
|11  : 80∞o I 
| 伽伽W叫 oll臼いl
bad-been incised in March ii:800 t| 

|Inftammation of right b∞k-joint 1 : 3200出 1

1山 matい町山tIハいiい:2∞出叶| hind leg on 29 th， April I j • L.UU  ¥-'-'1 

l円門防閣伽伽Swel駒制el叩 I 1 : 6400 t，borax I L • V&vv 

l O吋】拘向s“O山 tυ山…7九刊川t幻杭h倒吋…匂taa凶 l 
swelling of ri 豆討btknee-joint on 28-I 1 : 3200 
th， April 
lower surface of abdomen 
swollen in January， but on 14・

~s were not 
under part 

eft 14 tb and 1ラthcostae 

1 : 6400 

|" I Ts. K. 

" 

14 I伽蜘 1" 1♀ 1 Y. A 

n 1"1" 

7 I T…<01lIK.  K 

i 131 'IT.K 

a 臨 uyul1 1 " 1 

3zl.FUinrankO 1 " 1 " 1 

a…1 " 151 M. H 
34 

" 

" 

" 

Name 

Reigetsu 

Futawaka 

No. 

13 

11ラ00

17000 

9ラ.0

108.0 

4.03 

3.32ラ

9800 108.0 2.4ラ

len parts of both axillae had 
incised at the end of February. 
ling at parts below both h∞k-I 1 : 256∞;土)
nts. Inflammation of left wrist-
I joint and fetlock of lef主foreleg

(… 

Tairiku 37 

" " Eδyo 38 

17900 

ラ3ラ1 6ライ 11200 

iω| 
|川

ララ00

9200 

98.0 3.8ラ

ラ.60

6.6ラ

出

パ

円

Front surface of 
in February. Swelling of both axil-: 1 : 6400 
iae 

i円同同門門S伽恥似叫we州叫ell山l
7一9tb costae on 22 nd， April 

I!同1!~fl:踊宮nfl由I泊血自fla…，tiぬ伽iお闘O釦noぱf 叫 n叩
n23 rd， April 

I~伽凶叫叫we制叫叫ell必lli五いi
n 23 r吋d，April 

" ♀ 

i i8lT F 

i" 1 " 1 S. T 
!" 1 " 1 

Banyii 

ラ91H…e 
61 I玄δte

39 
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No. Name 

62 Kitazato 

のi瓦倒的i
661 Gunkoma 

671 Hokuyo 

銘 j…ku
7ラ1Ginban 

袋 Descendingvelocity is calculated as follows: 

3.8ラ

4.90 

4.ララ

10ラ.25 8000 

95.0 16100 

ラQ.ラ 10200 

ラ1.ラ 14300 

7ラ.ラ 12900 

63.3ラ 14900 

73.0 16300 

行eadingfigures at 1多minutes+き(reading長guresat 30 minutesJl +2 

に護症していたもの 12頭(捻夜呑読1""-'5，10， 11， 

32， 37 --39， 68)，話時無fit扶であったが4Jj下旬に

至参議症したもの 11頭{検斉，呑披 16，17， 31， 33， 

58，59， 61， 62， 65， 67， 75)計.23顕及び、現在設症し

ている 3才1M1頑 (30競)に封し菟疫血清による
治療を式みた。 2:tlf :擬集積 1:800以上を示すが

無症紋に止まる 7頭{検査呑技 14，18， 19， 33， 36， 

63，67)に封し馬流産菌死菌謀長}j液を接種して笈

誌を誘設し符るか否かを桧した。 3)詳:護FIE-日J66 

読に封しj象防液を接話じて狩I~主の礎化を採った。

4 詳酎~;日J 12 及び、 13 競，会l~東松の血清反!在陽

性民 21披，現有1:.馬34読の4頭を封招として無庭

i互のまま放置し府民の推移を観察した。更に繁死

MJ 7頭(捻在呑競 1--主37，38，呑タト1r~菊}に就ては

約fnt解剖詑て丈に組織桧宗主行い，病性の診断を確

貨ならしみうた。

以上観察結果をJSi日間に記載すると弐の如し。

IV. 臨床所見

体温: 捧浪の上昇は必設の症候で、ある。

{本温の日 :::f~ は 38
0

C 蚕の時は 0.2""'0.50C， 39---40
G

C 

ι上手'~した時も大主なく 0.2 ""，0.6
G

C を示すに過ぎ

なかったが，一般に 40
0

C以上を務質する場合議後

は不良であった。

麗節炎その弛体表部の麗張: 弟 3去に示す

如く闘節炎そり1t主体支部の程桜がかな与多くみら

れた。陸肢は皮下に現れ，限界ほ不明確で常ι熱

惑悲痛を伴い無臭淡黄色透明な築液を少し容れる。

設現頻度の出iい部よち挙げると飛主(ri(16sitl)， ffi夜話

(10例)， ij)J骨下詠， 6))腹，下腹(各削ダIJ)，膝闘節，

腕閥節，後球笛(各5silj)，拘前，日目Ip'i1'上部後縁

(各3fytl)，前球筋，髪rp，ij)J 'iJ' N4後校全紋(各2伊v
日端， i吾妻員(各 1例)の阪であり，早丸の腫脹は 1

例も認められなかった。長;に私共18)(昭和22-1947)

立仔馬パラチフス誌に権設する閥節炎は貴重を強

いられる飛話iι多い事を報告したが，今1111の伊tlt亡

於ても共通して飛瞬静炎が訟も多く認められた。

な会以上の也3詞(1， 2， 37競)に於て下胸部或辻

下腹部に治性浮践の出現するのが認められた。

イと 膿: 熟践する迄に凡そ20日前後を要す

るものの如く，内容は化膿の進行と共に帯赤黄，

非Wi勝i主の按7'¥.となり，時i亡三:袈歌浮i器物を滋宇、

る。皮下識に於けるイヒ腹部は持際後も著1~1な結締

織培生のため肥!手便幸liとなって長期!iiii遺捜する。
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接結膜: 感染宮容]はやや充血少しく不潔

であるが，病勢の進行と共に不潔の度をま曾L，廷

に煉瓦色をJIミする。又少しく浮脹l主となり，膿絞

或は友白色u只誌を少量的着するものもある。病款
が悪化するに従って貧血し，樹校欣充血が著明と

なり，不潔斉白， i長i問，浮!建'1:'-主主主L1y(白限肢

を漏出する。 又3説 (4，14， 37読)に於てlfIl斑が

認められた。

張婁支: 設病初期立通常 50--60の範囲内

にあるが， 60'"'"'70 に増加すると主症を意味L，70 

を突破すると間もなく死の特長去をとる場合が多

ν、。

v.血液所見
自由主事妻女: 病の程度によ担異なるが， {IIJれ

も例外友く増加し，大部分段 17.e;蚕を示したが，
中にほ 33，500{'1:注したものもある o 1頭は奨死直

前i明かに減少症に陥った。

白血球像: 愛治会話は例外なく好中球が増加

し殆ど全部が50%以上を示した。又拝該球は症

AAのI-B~実主主もの程士官}JIIL最高27%を示したものが

ある。又或者に於て異型ff髄球も少数乍ち出現し

た。 H本巴球は全く好中球の増減に逆上七的に治長し

た。草球辻軽度に増加し多数例は 6%を超えた。

好青受球は一般に比較的多く出現し，童文頭は故高8

%~立後を示した。

赤血球敷: 病馬の殆ど全部が減少し，就中

重篤なもの程著明で、あった。同部落は一般に築養

不良の民多く本症と関係なく貧血気味なことは想

後されるが，現抗馬 13顕に持てみると 200高蚕1

頭， 300高蚕8頭， 400 j需蚕5頭， 500高蚕1顧で

あJ)， 後日渡病古る 12頭では 300蕎蚕1頭， 400 

高蚕6i!え， 500高蚕5頭でるって， との常ならざ

る貧車は倖染性貧血との混合感染を疑わせるもの

である。

30 ~ト官~i
血沈中等震 1長片(15分{針 ト)
を以て示した。病弱の殆ど組、てに於て充迭し，設

症誌で60を越えなかったものは，告か3頭に過ぎ

ない。而ーして債の最大なるものでは 122.75迄注し

た。

VI. 細菌の検出誌びに議集反麗

細蓄の検出: 例え試 1競馬に於て 4月10rI 

ii下腹， 4月 17H le.訪れも 4J:J 19日右飛節切j:1-J

膿fiIDEJち1日;吾、iを純粋に検出した如く，他民に
於ても同様ifi副長部或は化膿都内容より ZfJ流産菌ど

検出した。 但し 51披.VJの右下顎縁化陵部膿汁よ

り検出された菌のみはi容血性註:球菌で、あった。

奨死例7i!えに於て注何れも全身の臓器， f林仁:

笛からお流産mIを純粋に検出/......，各病例とも本五i
i亡原因する疾病である事が詮unされたG
凝集反雇 4Jj 14任検査した凝集誤(第:;

表参照)は， jRf昂:五)¥民8鼠では 1:8003頭 1:

1600 (士)2i誌 1:16001夏lt1: .'3200 1頑， 1:針。()

1説，鼠，":IZ:本病をIMH過した 21損は夫々 1:6400 (+-) 

以上，現症民 13I視では 1:16001函， 1: 3200 1訓

1: 6400 (土)以上口頭(主主高 1:51200)，又現在1!三

症MJ¥なるも 4月下旬以降に護病した 12頭では 1:
400以下41誌 1:1800 1顧， 1: 1600 (士没頭， 1: 

16004顧， 1: 3200 1説で、あって， I話過民註び、にま見

症J.M辻何れも例外なく 1:1600以上を示している

が後日夜症した民は 1頑を除き何れも 1:1600以

下に止まっている。

VII. 莞疫血清による治療試験

宮北海逗農業試験場・長駒内事産部製法のおtt

産菌兎疫血清を，現実í~民に到して各例につき伝IJl I

100"，200 cc宛，計400---1600ccを註結皮下に注封、;

し，叉その後の設friUgι到して辻fìí~玖の設現と共

に，在ちに 1I現につき計-200，....，600ccをJIjいた。位

方体力の増強引司る ~1的で翠味若L くは忠清と m

JIjして)豆;々 オスミン 100cc，ピクミン B120mgを，

又強心部としてスベチカンフア 3'"'"'5ccを適用し，

E廷に J~J所・の?受性硬結に主jL張設抱背を:生省した。

又或:者では母おからの輪車を行った。

イ吏J1jした立清が実効したか否かをr同定するι

は， fii~扶θ治夫を第 1fl棋とし併せて血液r~-J! 及

び凝集債を参照した。.upちn関長の治犬，体温及むJ

E長童文の降下安定， 血液所見の好特， i疑集i買の然主

化乃至下降等を以て有効の判定標準とした。

以下血清療法雲苑.I.FJの代表例2'"'"'3に結:て，
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The results of therapeutic injections of antibacterial serum in 13 chronic 

and 11 acute forms infected with S.αboγtus-equi 

Table. 4. 
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十

泊三 200 CC， 14/IV血治 100CC， 17/IV ii肢持切開，

右飛Eii内側小手学kll霊法，n:却すj'後3Jii小手掌:えJ令I~主

i判事.， 血清 200CC， 18/IV注目より輪車200CC， 

19/IV下寂冷性浮iJ主人同大となる。 血清 200CC， 

300 81.5 

その経過を略述する(第 4:夫参照)。

1.議鷹，勇盛

20/II1下胸吉E切開，10jIV右肢話11JI弘 N'J民主:(i

内側千手:え!i主張，血itf200 cc皮下j同七 13jIV車

7ラ



92 獣 z醤準研究

21/VI雨飛笛依然!撞脹し執痛基うれ血漬200CC， 

28/IV左披詰切閥的癒着li:飛笥硬結，母馬より

輪車490cc， 29/IV輪車350cc， 5jV， 9/V， 13/V各

血語 100cc， 14jV第死，剖検。

赤血球数は存jゐ430長前後あったが，三た第に

減少し 360高前後となる。 白血球童文法 18600---

33500，血沈{買辻 88.75---109，異型骨髄球は 0.5--

1.5%，拝核球は 22.0--27.0%，淋巴球は 19.0--31.5

%，皐球は 3.5--4.0%の間を上下した。体温は力11

療官初より 39
0
C蚕を示していたが， 死の童文目前

から 40
0

C蚕に上昇Lた。旗数段蛍初 60去であっ

たが漸弐増加した。 議集債は軽始 1:6400以上を

持績した。

本例は剖桧の結果，膿毒;没車症の所見を主し

カ11うるに博染性貧血の所見あり，倖貧と馬、流産菌

の混合感染と日されるもので、るって， とのような

病例に封しでは莞~!支血清 1400ccを廷'槙 9[illに豆

り投興ずるも病勢を好・持せしむるに至らなかった

ものと考えられる。

2. 4読罵，勝冠

3/IV右第 8--12g)J'n下縁手掌ノU重訟 1ぬ0/βIV

血清 15ωOα叫， 1お3/江IVJ車色

19釘'/IV血清 1話50c町c，2幻1/月IV血涜 100c叫c，2鉛9/月IV:1右i肋腹

の睦記桜え全く治i散j設文。
赤並L球数は420長ょ T457.5高に増加 J血沈

慣法 83.5--109，白血球童文は 11000--25000， 梓 4核

球段 14%よ与 5.5%f乙減少，7祢己球は 22.5--34.0%，‘

翠球は 2.0--8.5%を示した。体溢ほかn療蛍初 39GC

前後を示したが共有5に下降安定し，H辰数も 60蚕よ

り50蚕に減少した。凝集慣は一貫して 1:6400以

土二を示していた。

本伊jは2，.....，4日間隔で血誌を設-積投興する事:

5 [ul，線、量 700ccを以て!霊長化援をまJIJ1!ilJL，赤血

球裁の軒度乍らのま創n誌びに拝核球の減少を来さ
しみうた黙主主より，盈工法使用により病勢を頓挫せし

占うた病例である。怒し乍らその後無庭置のまま放

置したととろ再び、増Jlt¥l/て遂に 7丹8日箆死した。

. 3. 11競罵，穎華仔

7 jIV !i;飛笛JI有高千掌大!毘脹， 10/IV， 13jIV， 

18/IV各車清200cc， 28jIV掻援金く治夫。赤血球

ほ'473高より諒i共増加して 560高となり，1UL沈f買

は99より 72.5迄減少。白血球妻女は 16700--244jゆ

を示したが，拝核球は 9.25%より漸失減少して 1.5

%となり， H本己球は 24%結後より 37%に増加，

草球は 4%前後より 10%に増加し好酸球は5--8.5

%を示した。体温は加療堂初39
G

C前後であった

が8日後から 38
G

C前後迄下降し，厭童文ほ50蚕iこ

安定し，遂に快復治怒した。凝集積は一貫して 1: 

12800を保持していた。本例は血清の有羽Z記事主

賓詮した例と考えられる。

以上兎疫血法の使用成績を要約すると，病十1:

の慢性化Lたと見倣される現症馬に於て 13頭中，

血清の使用効果が顕著と認ゐられたもの 5顧 (4，

5， 10， 11， 30捷)，局所的の腫脹治夫に役立つよう

に見交けられたが，結局病勢の走行悪化を止める

事が出来なかワたもの 3頭 (2，39， 68読み何等44

め得べき効を奏さなかったもの 5頭 (1，3， 32， 37， 

38続)となる。祭L之等につき血清療訟を中止し

て2笛.丹後に再調査を行った際，第死していたも

の 6頭 (1，2， 3， 4， 37， 38競入議後不兵の欣態iこ

路っていたもの 1頑 (39競入依然と Lて病扶の-. 

進一返せるもの 2頭 (32，68競)，再議していたも

の 1頭 (10競)，完全に治癒したもの 3頭 (5，11， 

30競)という結呆を示した。之に反し愛病初期i乙

血清ーを?適用した病例に於ては， 11頭中病勢頓整iこ

有効と忠われたもの 5顕 (16，17， 58， 59， 75披)，

局所・的の腫張治夫に役立ったように見交けられた

もの 5顕 (31，61， 62， 65， 67競)，効力の認められ

なかったもの 1 頭 (33 琉)であ払結局本詳の~11 

で築死するものほ無かった。

左手な血清適用例でm主張が治うたする迄に要した

百数i土6--32日であるが，多数拐jでは 7--17Bで

るった。又急性例に於て血清主眼底部の局所肉料

に皮下分注する方法は有効とjE、われたが， 1象E主主主
を以てする局所同位!の分注は却って!毘脹部に科技

を輿える結果となム経過江}~，vL くなかった。

VIII. 設病誘設試験

凝集慎辻 1: 800--1 : 6400， f:'白1並虫L球球-重数支は 1口15ぬO(ο} 

---18400， 赤盛血L球妻数支知;は主 4却03高--63幼O高で、あつてh 民臨L 

!床友的に全く j無畏

6俗3，6釘7披) を選乙びピ， 2丹主去示きに農林省省、製起パラず
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フス議防液を 5，10， 15 ccと3r吋連経皮下注射し

て設症を誘致せしめ得るか否かを捻した。

33抜高(凝集frl1: 3200)は5α1(111注射後3

日日に左第 7sJJ廿の骨骨i及び右膝莞下のJt主張を認

めたので血清療法に持じ 67説話{凝集憤 1:1600) 

段3[111 Ijの接種格了後翌日，左第8sJJ ，tJ-下訟の斡
践を認めるに至った。然しとの 2頭以外は全く会l~

症款に経通した。結局本式験記於て設症したと認

められるもの段2頭である。又一方肢に右目s'r7'1-
後上総がiJ杢践し，凝集1ft1 : 1600を示した 66説話
におし議坊液を 5及び10cc 2 Inl皮下接種したが，

特に症以の悪化誌認さうられなかった。

他};鼠集i頁1: 800，長I並L球数 12900 以上，ヨl~

訂正訣の 21披.UJ，2 J:J中に愛病したが 4 月現在無:Jì1~

1えとなった12抜(説集m1: s400 (土人 白虫球童文
24500)及び、13践活(採集frl1: 6400，白血球数

19400)，現在左弟14，15 季初部に睦朕ある 34 琉).!~

{凝集{買 1:1600，白血球数14800)等主主-Ht誌の日的

で先庭置のまま放ー註して観察したが，結}jj21競馬

法設症せ十， 12及び 13~虎訴は再愛せ一言、 34 競 .~!J

ほ自然治癒するという結果を示Lた。

以上の賓験から凝集偵のr.追い無症扶.u~にj象防

液を接種しでも殆ど設荷主議愛し得ないもD と想

録される。

IX. 病理解言語所見

箆死仰U7頭 t1，2， 3，4，37" 38，千号外浪菊仔)に

主主て剖検を行ったが，之等の所-見立大体共通Lて

いるのでー拐して記載する事とする c

外部所見: IC:i度の住rj疫を示し被毛は未だ多

毛で、失津和制であり，可I1亮粘膜は貧ー血して全く奈

子1色を If_L或1fi主主色を帯び、る。

内部所見: 筋肉は貧鼠乾燥すると共にjfUiC

色が強いか或試金く帯黄煮肉誌である;体去の拒

張i夏結を切開すると初期のもの立局所結総裁が増

生しとのj間際ι淡一員二透明な築液を極おうて多量;合有

して，恰も海ゑliH亡水分を合士せたような観を主す

る。之に反しi凍1hなものでは結稀織のみが検棋に

ま曾生して硬度をま告し水分ぼ全く認められない。雨

して上記奨i夜中に江民流産品iが純粋旦つ多量に検

出される。牌ほ語大仁髄貨の;増生著i弘牌淋巴話j

は浮題性に陸大して連珠扶を呈す。好江湿器高度

にして小葉像の不明なものがある反弱肉豆落様を

呈するものもある。給路管は{nJれも掠張し路汁を

瀦留する。腎は極大するも説両は血量に乏しく帯

黄混濁が高度である。 38競馬では右腎の}母国腹腔

面に出血があち，その皮質内に大豆大及てA/J、豆大

の膿揚が各11予1，模型の出血性梗去が童文例認めら

れた。小腸注カタール性で、P氏叔は腫大する。大

腸に於て結腸i林巳詰jl主犬々大なるほ鳩卵大に腕大

して詮:誌扶に述友り出車或は血液吸牧の像を示す

ものが多い。前腸i百i技根動脹艇は各例に於て認め

られ，その大いさは七百己Jjl~--ノj、見副大に注し，

或者 (2，37， 38統括)は壁に撲場を形成する。 m¥i
は貧血員二誌が強く血管内に旗脂椋凝血を充す。心

嚢7jO土増量-，黄色調濁L，心冠脂肪識立愛育極め

て不良， til~心室は損~k，採!指紋凝血を容れ，心筋

はiiZi度にi凶器，脆弱で、ある。その他各部体内淋巴

首jは殆どー誌に髄様IJi主張する o

上言己主要寛氏臓器を鏡検すると，肝は小葉中

心部が営血すると共に中心静脈は捺張L網歌織内

皮系の活動北がみられ，又グリソン氏鞘には凶形

細胞の浸潤がある。腎;主全体にIm'l羽生増績が認め
られ救主主体にも結純織桟細胞が増発立する。又菌の

栓塞も認るられる。牌は71本己議胞の駐中心部が活

動北L，諸問・に}三i栓塞が認められる o Jllli江提住1M]

zt性肺炎採がみられる抱に腕胞中隔に江淋己主~~細

胞が増殖している。

結局病理解剖誌びに同組織所見の事長当日〉ち，

箆死おは何れも例外なくお流産車iの感染を示すと

同時に侍染性貧血による特定の姥化を合fJf:する~~

がlI}jかにされた。立{Jち之等の発死例は何れも潜在

的~L. 1事貧病毒の感染があち，二失的にお流産菌の

感染を家ったため，~h華民流産品iの体内活動を罰

法ならしめ，遂に死の特討をとったものと角f持率さ

れる。

X. 考 S妄

昭和 19年(1944)1 nより始まって数笛汀に立
り，多数の病HJを出した幌泉付]fii芋に於ける民パ
ラチフスの流行は J~事的に観察した結果之が原

t司をなしたものは妊.U~rこ於ける倖染性流産;に非十
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Lて抱村よち購入の仔馬が偶々探菌していた事よ

り端を設したものと結論づけらる。雨して本仔馬

による感染は猿り同!説会話のみならや，偶々悪性

!践疫樹過後の体力消耗と冬期放牧による録料不足

の悪経件が重なった金村の明2才馬借jにも波及し

て今さたの流行を惹起したので、ある。又調査の進展

につれ，本流行には倖染性貧血も亦重要た闘謹の

ある事がi拐かにされた。!![]ち赤血球数の著しい減

少(200--300~需蚕)，較血性母性浮躍の出現，可j説

粘膜の貧血黄染及び、血斑の存在，病潟解剖註びに

同組織所見等がとの事を裏書するので、ある。担し

同部落の幼駒i自に斯の如く倖貧θ浸染した経路に

就て誌何等の手がかりも得られなかった。又音。検

所見かち発死抑iはやJれも故血症或は撲毒症の所見

をJ乏し， !日主流産菌の全身的危感染である事はUJ1か

であり，関節炎，局所憶U11え等はやJれも敗血症に権

設した局所唆化と言う ~îが出来る。

JJ，)パラチフス症におする菟疫血誌の使用効果

に掬しては， J恵、掲の臨床‘血液，細菌註びに血清

撃的の各所見より綜合判定すると突の如き結論が

符られる。即ち腫張が極めて初期に護克され，未

だ体力の治耗も殆どなく，且つ赤血球数は少なく

とも 500高蚕以上を保持すると共に拝援球の10劣

を越えざる病伊jで設， 凡そ 300ccの血清を蓮綾投

興ずる事・によっても短時司に奏効する。又病勢が

豆急性乃至やや~受性記Lたものであっても各積所・

見が凡そ上記範囲内にある病例でほ，血清使用量:

を増加する事によって奏効する事が基うる。然L鼠;

に慢性化L，又惇染性貧1主とのj見合感染が時jかで

あって棒力も鼠;に衰え，旦つ高度の貧血及び白血，

球減少症を来Lている病伊jでは， 1良令血清を 1000
cc以上誼絞使用Lても， fru所のJllAffi重消失には有効

的に作用する 41~'があっても病そのものを抑える力

はなく，結局患馬は致死的経過を辿る。要するに

菟疫血清の、適用は愛病の初期である程.又時脹設

現の初期にmいる程その効果を期待L得るが，就
に慢性化したもの，時:艇部のf乙換したもの或は惇

染性実血との混合感染に於て全身症款の顕著な病

伊~t乙於ては，血清景:の如何に拘ちゃ，その効果を

期待し得ぬ場合が多い。

XI.線括

北海道日高関税泉付東洋に於て昭和 19~t三

(1944) 1月以降より童文筒月に瓦り持パラチフスが

流行L，特に明2才民は 68.75%(33/4s)たる桜病率

を示すと共に努死するものが額出した。との流行

におL著者は疫撃的に惇播経路を這及L，更に病

誌の臨床，血液，綿菌，血清註て玉、に病旦{撃的説察

を行い， 1Jl:せて話流産:菌免疫i血清による治療試験

を式みた。之等の成績を要約すれば共の射し。

(1) 検診民総数123顧の約2/5が桜忠仁，特

にi男2才馬で段 48頭中 33頭， 68. 759話という高

い桜病率を示した(第2表参照)。

(2) 本流行法 1民主の隣村・よち購入Lた詰才

民が{再々掠菌していた事よりyj富を愛したと推定さ

れる。

(毒患おに於て棒溢が39
0

C事，脹設が 60-

70を示す時病勢は警戒を要L，更に前者が 40CC，

後者が70を越える時は7象後不良を意味する。

(4) 恵、馬の腫脹部を設現頻度.11摂に翠げると飛

笛，肢寓，功1'1-下縁，肋駿，下腹，膝関節，後球

能等となり飛節を佼されるものが最も多い(第3

夫参照〉。化援は徐々に進行L局所の肥!厚は持鰻後

と難も長期に:H.T遺残する。

(5) 護病弱の赤虫球数l土200--500長1哀を示

Lた。梓該球の増減は病勢の軽重に比例し，之が

109揺を越える持設約性悪化の役である。

(6) 慢性有症扶馬の議集慎ほ {n1れも 1:1600 

以上である。無症軟弱で詰 1:800のものが多いが

1: 6400を示すものもあった。

(7) 慢性例記於ては治政の日的で400--1600

αの如き大量の免疫血清を用いても殆ど効果を認

め符ない。然し初期のJZKTii例で、辻よち少量でも奏

効し，その適用が早い秤二効力を期待し得る(第4

表参照)。

(8) 血清反感i場4性を示す無症扶馬7頑に就て

死菌議防i夜を 5，10， 15 ccと3[ill連続接種して護

症を誘設するか否かを検したが 5頭は楚化なく

2頑は局所の経:践を生じたが来して議紡i夜によ与

誘設せしめたものか否かは決定し得なかった。

(9) 箆死例7頭は病理解剖娃ぴにi司組織所見
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より， {IIJれもUHかに停染性質虫との混合感染と認
められた。

2) BERG:MAN， A. M.: Zbl. Bαkt.， I. R，ザ:.74， 264 (I922・

23). 

(10) 今{IIIの民パラチフスの流行は潟り悪性

掠疫耐退後の体力治耗及び、冬期lillの飼料訣乏によ

る楽誌の低下に起i立するばかりでなく，更に薄染

性貧血との合fJi:症が多数あったものと推察される。

ヰ二研究注文部省科事研究究によって行われた

もので，誌に主同に到し詩J立を去する。又経始御

懇おな締指導と御校[母を賜った千戸教授註ぴに官

l'C.御鞭提下された故北里i研究所・部長葛西博士に衷

心よ設感謝L， fJf二せて~t.1与道畜EZ:諜石本技官，元

日出i畜産組合中村銭前i誌び、に幌泉村役場嘗局にお

し御協力を鳴謝する。
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EXPERIMENTAL STUDIES ON PARATYPHOID IN FOALS. 

11. OBSEまVATIONSON ENDEMIC PA畏ATYPHOID

WHICH OCCURED EXTENSIVELY 

A王宝ONGI-YEAR-OLD FOALS. 

S. HA~IADA 

ILαboγαtory of Veteバ仰げ HygieneαndMicrobiology， Hokkαido Unive仰向，
Sαpporo， J，αpαη.α'tief: Pγof. Dγ. K. HIRATO) 

At Horoizumi village in Hidaka district， Hokkaido， paratyphoid hroke out in horses of all ages during 
several months following J anuary， 1944. 
In this endemic. 33 out of 48 1-year-old foaIs had suffered from paratyphoid and 7 of them died. 

In this time， the writer had occasion to survey the route of infection epidemiologically and ohserved these 
dist'ぉedfoals c1inically， hacteriologically， scrologicallr and pathologically. 'I、heauther also tried the injection 
of antihacteriaI serum into diseased animals for the therapeutic purpose. 

The results ohtained are summarized as follows: 

1) Ahout 40% of 123 illspさ'ctedhorses， especial1y in l-yアear-oldfoaJs， 33 cases (f)8.75%) out of 48 
had heen affected with abortion bacilli. (Tahle 2). 

2) It is presumed tha士theoutbreak of paratyphoid was induced by an abortion baci11i carrier which 
was a l-year-old foal that a certain breeder had bought from a neighhouring village. 

3) A丘ectedfoals m ust be taken εare in that stage of the disease '¥vhen they continue a temperature 

of 39GC --40c一Cand the pulse number increases to 60--70; it often means unfavourぬle prognosis when 

the temperature exceeds 40'OC and the pulse number exceeds 70. 

4) The external swel1ings in infected foals usually localize in the ordεr of hock-joint， axi1la， under 
horder of costa， frank， abdomen， knee-joint and fetlock of hind leg. (Tahle 3). 

5) The numher of erythrocytes of the diseased foals was 2--，5 million. The number of band form of 
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neutrocytes Increases according to the severity of discase， and， if the number of band forms exceeds 10劣，
i t indicates that the disease Is becoming worse. 

6) The agglutinin titre of each chronic diseased foal is over 1: 1600 without exception. The aggluti-

nin titre of subclinical infected foals is 1: 800 in most cases， but some show 1: 6400. 
7) 1n each chronic case of the disease， a large amount of immune sera of 400.-" 1600 cc was used with 

the aim of therapy. But， in most cases the effec主swere not noticeable. However， when the sera wεre 
used in acute cases or in ear1y stage of the disease， even though the dose were less than in chronic cases， 
sera were proved to be effective. The sooner the sera are applied in the earIy stages， the greater we 
may expect士heefficacy士obe. (Tぬle4). 

8) ，再letried the provocation in the 7 subclinical infected foals which show the high agglutination 

titre (1 : 800---1 : 64専問， to reveal the clinical symptoms by ~ times subcutaneous inoculation with killed 

abortion baci1li vaccine. The doses of vaccine were 5，10 and 15 cc. Five out of 7 cases remained without 
change， but， 2 cases indicated respectively the swelling on costae or joint. However， we were unable to 
decide whether the vaccine inoculation could or could not provoke the inapparen士infectedfoals to reveal 

clinical symptoms. 

9) All 7 fatal cases were diagnosedもacteriological1yand pathologically to be mixed-infected ones with 

both ぬortronbacilli and equine Infectious anemia vIrus. 

10) It is considered that the great prevalence of paratyphoid in foals at Horoizumi depended not only 

upon the exhausion of their physical strength after suffering from malignant strangles and the lowering 

of their vitality by feed famine during wInter season， but also upon the associatIon of SalmonelIa infection 
with equine infectious anemia. 

. 


